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答えは『答えと考え方』

社

　会

3  次の①～③の文が説
せつ

明
めい

している自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

の種
しゅ

類
るい

を，下のア～エの中からそれぞれ 
1つ選び，記号を書きなさい。（1つ 10点）
①　はげしいゆれで多くの建

たて

物
もの

がたおれ，火事が発生することもある。

②　雪がたくさん積
つ

もることで，道路がじゅうたいしたり，通行止めになった

りする。

③　大雨や台風で川の水があふれたり，土
ど

砂
しゃ

くずれが起こったりする。

ア　雪
せつ

害
がい

　　イ　地
じ

震
しん

による災害　　ウ　火
か

山
ざん

災
さい

害
がい

　　エ　風
ふう

水
すい

害
がい

 ①（　　　）　　②（　　　）　　③（　　　）

4  自然災害に対するそなえについて，あとの問いに答えなさい。（30点）
（1） 右の写真の倉

そう

庫
こ

には，災害にそなえて水や

食
しょく

料
りょう

，発
はつ

電
でん

機
き

などが保
ほ

管
かん

してあります。公

園や学校などに置
お

かれているこの倉庫を何と

いいますか。書きなさい。（10点）

 （　　　　　　　　）
（2） 自然災害に対する市や県のそなえについて説明した文としてまちがっている

ものを，次のア～エの中から 1つ選び，記号を書きなさい。（5点）
ア　ハザードマップを作成して，市

し

民
みん

に公開している。

イ　防
ぼう

災
さい

会
かい

議
ぎ

を開いたり，防
ぼう

災
さい

計
けい

画
かく

を立てたりしている。

ウ　災害時には，まちがったじょうほうが伝
つた

わらないように，最
さい

新
しん

じょうほ

うはテレビだけで伝えるようにしている。

エ　市や県，消
しょう

防
ぼう

や自
じ

衛
えい

隊
たい

などが協
きょう

力
りょく

して，防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

を行っている。

 （　　　）
（3） 右下の標

ひょう

識
しき

は，ある公
こう

民
みん

館
かん

に付けられているものです。次の①～③の災害の
うち，この小学校にひなんしてよいものには○を，ひなんしてはいけないもの 
には×を書きなさい。（1つ 5点）

（　　　）　①　洪こう水ずい

（　　　）　②　津つ波なみ

（　　　）　③　土ど石せき 流りゅう

土石流 がけ崩れ・地すべり 洪　水 大規模な火事 高潮／津波

避
ひ

難
な ん

場
ば

所
し ょ

○○公
こ う

民
み ん

館
か ん
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社

　会

得
とく

点
てん

100点
２ 今と昔／

自
し

然
ぜ ん

災
さ い

害
が い

へのそなえ

1  次の問いに答えなさい。（30点）
（1） 右の図のＺ山に登るのには，アの道と

イの道があります。どちらの道のほう
が急な坂ですか。記号を書きなさい。

（10点）

（　　　）
（2） 次の図は，昔の工事に使った道具です。土をほる道具と土や石を運ぶ道具を，

次のア～エの中から，それぞれ 2つ選
えら

び，記号を書きなさい。（1つ 5点）
ア イ ウ エ

ほる道具（　　　）（　　　）
運ぶ道具（　　　）（　　　）

2  次のア～オの文の中から，まちがっているものを 2つ選び，記号を書きなさい。
（1つ 5点）

ア　昔の人は祭りや行事によって，豊
ほう

作
さく

をいのり，しゅうかくに感
かん

謝
しゃ

していた。

イ　昔の祭りは生活が豊
ゆた

かになるにつれて，まったく行われなくなった。

ウ　昔の子どもはめんこや竹馬など，手作りできるおもちゃで遊んでいた。
エ　節

せつ

分
ぶん

は，女の子の成
せい

長
ちょう

を願
ねが

う昔からの行事である。

オ　昔から伝
つた

わる建
たて

物
もの

やしせつの中には，国や都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

などの文
ぶん

化
か

財
ざい

として，ほ

ぞんされているものがある。　　　　　　　　

（　　　）（　　　）

イア

Ｚ

もっこ さどみひらぐわ びっちゅうぐわ


